
表 1443　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析前リン濃度(mg/dL)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析前リン濃度 なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

3未満 282 20 1 3 306 7 39 352
（％） (92.2) (6.5) (0.3) (1.0) (100.0)
3.0～ 450 23 4 3 480 12 68 560
（％） (93.8) (4.8) (0.8) (0.6) (100.0)
3.5～ 909 31 3 4 2 949 27 131 1,107
（％） (95.8) (3.3) (0.3) (0.4) (0.2) (100.0)
4.0～ 1,340 63 1 9 4 1,417 38 199 1,654
（％） (94.6) (4.4) (0.1) (0.6) (0.3) (100.0)
4.5～ 1,775 79 1 10 8 1,873 36 209 2,118
（％） (94.8) (4.2) (0.1) (0.5) (0.4) (100.0)
5.0～ 1,824 83 4 12 15 1,938 36 252 2,226
（％） (94.1) (4.3) (0.2) (0.6) (0.8) (100.0)
5.5～ 1,619 63 1 10 8 1,701 38 202 1,941
（％） (95.2) (3.7) (0.1) (0.6) (0.5) (100.0)
6.0～ 274 13 1 2 290 36 326
（％） (94.5) (4.5) (0.3) (0.7) (100.0)
6.1～ 894 37 3 5 7 946 33 115 1,094
（％） (94.5) (3.9) (0.3) (0.5) (0.7) (100.0)
6.5～ 797 46 2 4 4 853 17 123 993
（％） (93.4) (5.4) (0.2) (0.5) (0.5) (100.0)
7.0～ 472 19 3 2 496 9 60 565
（％） (95.2) (3.8) (0.6) (0.4) (100.0)
7.5～ 308 17 1 1 4 331 15 38 384
（％） (93.1) (5.1) (0.3) (0.3) (1.2) (100.0)
8.0～ 162 6 1 1 170 5 21 196
（％） (95.3) (3.5) (0.6) (0.6) (100.0)
8.5～ 106 6 2 114 5 16 135
（％） (93.0) (5.3) (1.8) (100.0)
9.0～ 178 8 2 188 5 41 234
（％） (94.7) (4.3) (1.1) (100.0)
合計 11,390 514 16 65 67 12,052 283 1,550 13,885
（％） (94.5) (4.3) (0.1) (0.5) (0.6) (100.0)

記載なし 799 11 3 813 21 2,411 3,245
（％） (98.3) (1.4) (0.4) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 5.32 5.31 5.44 5.19 5.59 5.32 5.38 5.33 5.32

標準偏差 1.37 1.51 1.25 1.16 1.52 1.39 1.47 1.50 1.40

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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